
※ 本資料は，現時点での内容となります。今後変更となる可能性もございます。

（令和４年５⽉３０⽇現在）



基本方針

１

〇 市⺠の皆様の命と健康，暮らしを守るため，接種を希望される
市⺠の皆様に安⼼安全かつ円滑に接種を受けていただく。

〇 ３回目接種までと同様，地域の医療体制が充実している本市の強
みを活かし，地域の診療所・病院等における「個別接種」を基本と
する接種体制を構築する。

同時に，地域の拠点となる医療機関⼜は本市の公共施設等の会場
を確保して集団接種を実施する。

〇 地域の医療機関の負担軽減のため，ワクチンの保管及び診療所・
病院等への配送の拠点となる「京都市ワクチン配送センター」を
引き続き設置する。

〇 コールセンター等での丁寧な問合せ対応と併せ，ＬＩＮＥやポー
タルサイト，市⺠しんぶんやポスター等の多様な⼿法で「正しい情
報」をきめ細やかに提供する。



位置付け 新型コロナウイルス感染症の重症化予防を目的として，特例臨時
接種として位置付け

接種対象者

①６０歳以上の方（全員）
②１８歳以上６０歳未満で「基礎疾患を有する方」や「新型コロナウイ
ルス感染症にかかった場合の重症化リスクが高いと医師が認める方」
（ 該当する基礎疾患等は「基礎疾患を有する方等の範囲」を参照 ）

接種間隔 ３回目接種から５か⽉以上

使用ワクチン ファイザー社ワクチン 及び 武田/モデルナ社ワクチン

開始時期 令和４年５⽉２５⽇から令和４年９⽉３０⽇まで

接種勧奨・
努⼒義務

接種勧奨の規定は，全ての接種対象者に適用
努⼒義務の規定は，上記①の対象者のみに適用（上記②の対象者は
努⼒義務の対象外）

＜主な内容＞
４回目接種の概要

２



接種対象者に該当する基礎疾患を有する方の範囲
１ 以下の病気や状態の方で，通院／入院している方

① 慢性の呼吸器の病気，② 慢性の⼼臓病（高血圧を含む。），③ 慢性の腎臓病，
④ 慢性の肝臓病（肝硬変等），
⑤ インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病⼜は他の病気を併発している糖尿病，
⑥ 血液の病気（ただし，鉄欠乏性貧血を除く。），
⑦ 免疫の機能が低下する病気（治療や緩和ケアを受けている悪性腫瘍を含む。），
⑧ ステロイドなど，免疫の機能を低下させる治療を受けている，
⑨ 免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患，
⑩ 神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等），
⑪ 染⾊体異常，
⑫ 重症⼼身障害（重度の肢体不⾃由と重度の知的障害とが重複した状態），
⑬ 睡眠時無呼吸症候群，
⑭ 重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している，精神障害者保健福祉⼿帳を所持している，⼜は⾃⽴⽀援

医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療育⼿帳を所持している場合）
２ 基準（BMI30以上）を満たす肥満の方

※ BMI30の目安︓身⻑170cmで体重約87kg，身⻑160cmで体重約77kg

基礎疾患を有する方等の範囲

３

その他重症化リスクが高いと医師が認める方
様々な要因を踏まえて，医学的⾒地から総合的に重症化リスクを判断
＜重症化しやすい例＞
① 高齢の方，妊娠している方（科学的に明らかになってきている事実）
② 喫煙や身体不活動（いわゆる運動不⾜）といった⽣活習慣がある方（海外の報告）



３回目接種⽉ ４回目接種到来⽉
（接種間隔５か⽉） ６０歳以上

令和３年12⽉ 令和４年５⽉ 約3,000人

令和４年１⽉ 令和４年６⽉ 約28,000人

令和４年２⽉ 令和４年７⽉ 約212,000人

令和４年３⽉ 令和４年８⽉ 約130,000人

令和４年４⽉ 令和４年９⽉ 約26,000人

合計 約399,000人

＜京都市内の対象者数（推計）＞

※ 厚⽣労働省の⼿引きでは，20歳から64歳の基礎疾患を有する方の⽐率を8.2％とされている。

＜参考＞
京都市における18歳から59歳の方で基礎疾患を有する方の数（推計）
約64,000人 （約782,000人（本市の18歳から59歳の推計人口）×8.2％）

（5⽉11⽇時点 ＶＲＳ情報）

５ 京都市内の接種対象者数（月別）

⇒ 約38.9万人

8⽉末までの
対象者数

１８歳〜５９歳※
（３回目接種者数） 合計

約1,000人
（約13,000人） 約4,000人

約2,000人
（約27,000人） 約30,000人

約3,000人
（約35,000人） 約215,000人

約10,000人
（約120,000人） 約140,000人

約8,000人
（約93,000人） 約34,000人

約24,000人
（約288,000人） 約423,000人

基礎疾患を有する方の⽐率を8.2％として算出
（3回目接種者数×8.2％）

京都市内の接種対象者数（月別）

４
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（4⽉25⽇時点 ＶＲＳ情報）

９月

※18歳－59歳は基礎疾患を
有する方のみ対象
（３回目接種者数×8.2％）

2/25〜2/28の4⽇間

４回目接種者数の想定（３回目接種の推移から）



接種券の送付

６

接種券のお届け時期は，
WEBサイトで発信

＜WEBサイト（イメージ）＞

〇 接種券をお届けする方
３回目接種から５箇⽉経過した１８歳以上の方

〇 お届け日

※ ４回目接種は，６０歳以上の方及び１８歳から５９歳の方で基礎疾患を
有する方等のみが接種対象となるため，対象外の方が接種されないよう，
接種券同封チラシやポータルサイトでの周知案内，接種会場での確認など
を実施

令和４年５⽉３１⽇（⽕）から順次
※ ３回目接種から５箇⽉経過に合わせ，

順次，接種券をお届け



接種券の様式
【接種券】

予診票と一体型（右側）。接種済証用紙（左側）とＡ３サイズ一枚に印刷して送付
※複写式ではありません。

予防接種済証

接種券

予診票

７



接種券同封チラシ

８

【表】 【裏】



◆ ３回目接種までと同様，ワクチンの配送は，京都市が実施
◆ 「京都市ワクチンＷＥＢ発注システム」により，必要本数を発注

（配送⽇の３営業⽇前までに）し，京都市ワクチン配送センターか
ら各医療機関に配送

ワクチンの配送

［ファイザー社］

９

［武田/モデルナ社］



京都市へのワクチン配分

10

〇 京都府による京都市への配分計画（６⽉配送分）

※ ７⽉配送分（武田/モデルナ社ワクチン）は京都府からの希望照会
に基づき⾃治体に配分予定（府全体で約39.8万回分）

ファイザー 武田/モデルナ 合計

京都府 約24.0万回分 約49.2万回分 約73.2万回分

京都市 約10.0万回分
（25.5％）

約29.2万回分
（74.5％） 約39.2万回分

８月末までの接種対象者分（約38.9万回分）のワクチンを確保



高齢者施設入所者の接種

11

◆ 高齢者施設（入所・居住系）の入所者と基礎疾患等を有する施設
従事者を対象に，３回目接種までと同様，施設内での接種を実施

◆ 施設が作成した実施計画書を基に，医療機関と施設で接種⽇程等
を調整して実施

◆ モデルナ社ワクチンを使用

接種開始時期︓令和４年６⽉中旬から
（３回目接種から５箇⽉を経過する施設から順次開始）

(参考) 高齢者施設での接種の３回目接種開始⽇︓令和３年１２⽉２１⽇

第６波では，高齢者施設で多くの感染・クラスターが確認されたこと
を踏まえ，京都市⽼人福祉施設協議会や京都府介護⽼人保健施設協議
会等と連携し，できる限り速やかに４回目接種を実施していく。



地域にお住まいの60歳以上の方，基礎疾患を有する方等の接種
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◆ ３回目接種までと同様，京都府医師会，地区医師会，
京都私⽴病院協会，京都府看護協会，京都府薬剤師会，
京都府⻭科医師会等と連携し，地域の医療体制が充実し
ている強みを活かし，身近な診療所・病院等での『個別
接種』を基本とした接種体制を構築

◆ 医療機関での個別接種が難しい場合にも接種いただける
『集団接種』も併せて実施する体制を構築



個別接種（⾝近な診療所・病院等）
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地域の医療体制が充実している強みを活かし，３回目接種からの
体制を継続・確保して，市内の約７００の医療機関による接種体制
を構築

（予約方法）
・ 身近な診療所・病院等のある方は医療機関に直接予約
・ 定期的に受診する医療機関のない方は，京都府医師会の

「京あんしん予約システム」や医療機関のWEB予約システム等
から予約

接種開始時期︓令和４年６⽉２０⽇頃から
（参考）個別接種の３回目接種開始⽇︓令和４年１⽉２０⽇



集団接種（拠点病院や本市公共施設等）
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（予約方法）
接種対象者に合わせ，確実に予約を案内できる「希望登録制」＊と

御⾃身で接種⽇時や場所を選ぶことができる「Ｗｅｂ予約」を組み合
わせて実施

＊ Ｗｅｂサイトや電話・ＦＡＸで希望登録
いただき，コールセンターから予約を御案内

希望される市⺠の皆様の接種機会を確保するため，３回目接種
同様，拠点病院や本市が公共施設等に開設する会場での集団接種を
実施

接種開始時期︓令和４年７⽉上旬から
（参考）集団接種の３回目接種開始⽇︓令和４年２⽉５⽇



広報・情報発信
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◆ ３回目接種までと同様，専用ポータルサイトや公式ホーム
ページ，市⺠しんぶんや市政広報板ポスター等の様々な媒体，
これまでに各局区等が培ってきたネットワークや顔の⾒える
関係を活用して情報を発信

◆ 接種状況や予約案内など，接種を希望される方に最新の情報を
お届け

◆ 「正しい情報」により接種を判断いただけるよう，ワクチンの
有効性や安全性，副反応等の情報に加え，4回目接種や交互接種の
効果・安全性に関する情報等も発信

◆ コールセンター等により，接種に関する問合せや相談に
きめ細やかに，丁寧に対応



京都市新型コロナワクチン接種コールセンター

電話 ０５０－３３１０－０３７１
０５７０－０４０８０８
（通話定額プラン等でも料⾦が発⽣します。）

ＦＡＸ ０７５－９５０－０８０９

受付時間 ８時３０分〜１７時３０分
土曜⽇・⽇曜⽇・祝⽇も対応

受付内容 ・接種に関するお問合せ
・接種場所の案内
・集団接種会場の予約(登録）受付など
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京都市新型コロナワクチン接種ポータルサイト
＜主な掲載内容＞
・ 接種時期，接種場所
・ 集団接種の予約情報
・ 接種券のお届け
・ ワクチンの有効性，安全性，副反応
・ よくあるお問合せ 等

＜主な機能＞
・ 集団接種の予約（登録）受付
・ ⾃宅近くの診療所・病院等の検索

ホームページアドレス
https://vaccines-kyoto-city.jp/

＜画面イメージ＞

※ 京都市ＬＩＮＥ公式アカウントからアクセス可能︕17

https://vaccines-kyoto-city.jp/


実施体制
○ 京都市の体制
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◆ 集団接種会場の確保や会場運営に係る人員の確保等，
全庁挙げた取組が必要となるため，保健福祉局に専任組織を設置

◆ 更に，各局区等への兼職・併任や，新型コロナ対策本部への
ワクチン接種部の設置により，全庁的な責任体制を構築

○ 京都市新型コロナワクチン接種推進協議会
◆ 新型コロナワクチンの安⼼安全かつ円滑な接種の実施のため，

医療機関，関係団体，本市等による「京都市新型コロナワクチン
接種推進協議会」を設置し，情報共有・連携を更に深め，着実に
当事業を推進

［開催実績］
・第１回会議（令和３年４⽉５⽇）
・第２回会議（令和３年１２⽉９⽇）



情報共有

＜医療関係団体＞
・府医師会 ・各地区医師会
・府看護協会・京都私立病院協会
・府病院協会・京都工場保健会

＜高齢者施設関係＞
・市老人福祉施設協議会
・府介護老人保健施設協会

＜協力事業者＞
・京都市新型コロナ

ウイルスワクチン接種
事業に係る事務処理等
業務コンソーシアム

協議・検討

＜オブザーバー＞
・京都府

安心安全かつ円滑な接種の実施

＜京都市＞

地域の診療所・病院等
での個別接種

公共施設等
での集団接種

高齢者施設等
での接種

「正しい情報」の
きめ細やかな提供
相談・問合せへの
丁寧な対応

京都市新型コロナワクチン接種推進協議会
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健康被害救済制度

20

新型コロナワクチンの接種を受けたことによると考えられる健康被
害が⽣じた場合，健康被害救済給付の申請を受け付け，国が接種によ
る健康被害と認定した場合には，救済給付を⾏う。

【申請から認定・⽀給までの流れ】


